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Vol.17今回の

内容

●話題提供
6月は「サーキュラーエコノミー」

●みやぎのグリーン購入活動

■「これまで」にとらわれずに考え、行動する

事務局長 海藤 節生（NPO法人水守の郷・七ヶ宿 理事長)

■ 情報発信 2020年～

ＳＤＧｓ出前講座をご希望の方は、みやぎグリーン購入ネットワーク事務局までご連絡ください。
講義だけはなく、グループワークを通じて、ＳＤＧｓと企業活動を結びつけることで、今後の活
動にもつながります。時間、費用などお気軽にご相談ください。

環境の事、社会的ジレンマなど
身近な気づきを 更新中！

これまで年一回発行しておりました「みやぎＧＰＮニュース」を、
今年度よりＧＰＮユースレターに同封する形で会員の皆様にお届け
することになりました。
毎回、旬な話題を提供して参りますのでどうぞお楽しみに(^^♪

今回はサーキュラーエコノミーについてです。

サーキュラーエコノミー（循環型経済）とは、従来の「Take（資源を採掘して）」「Make
（作って）」「Waste（捨てる）」というリニア（直線）型経済システムのなかで活用されること
なく「廃棄」されていた製品や原材料などを新たな「資源」と捉え、廃棄物を出すことなく資源
を循環させる経済の仕組みのことを指します。
サーキュラーエコノミーの実現には、メーカー・小売・回収・リサイクル企業など幅広い業種

の連携が必要となるほか、製品回収・リサイクルにおいては消費者の協力も必要となり、業界や
立場を超えたあらゆる人々の協働が必要不可欠となります。サーキュラーエコノミーの推進を通
じて様々な異業種・異分野連携が生まれ、地域のつながりの再構築や、オープンイノベーション
につながることも期待されています。使う側も流れのひとつとしてつくる側に加わって初めて成
立する経済です。ボトルtoボトルという取組みも始まってきてはおります。つくる側に任せっき
りにせず社会全体で循環を意識して行動することが望まれますがまだ少し時間がかかりそうです
ね。

サーキュラーエコノミーの3原則は以下の通りです。
・自然のシステムを再生（Regenerate natural systems）
有限な資源ストックを制御し、再生可能な資源フローの中で収支を合わせることにより、自然資
本を保存・増加させる。⇒フットプリントゼロ
・製品と原料材を捨てずに使い続ける（Keep products and materials in use）
技術面、生物面の両方において製品や部品、素材を常に最大限に利用可能な範囲で循環させるこ
とで資源からの生産を最適化する。
・ゴミ・汚染を出さない設計（Design out waste and pollution）
負の外部性を明らかにし、排除する設計にすることによってシステムの効率性を高める。

えしかるちゃんと一緒
に考えよう！
エコライフのヒントが
盛りだくさん

👇👇こちらもどうぞ
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■普及啓発 ＳＤＧｓ講演会

世界平和女性連合宮城第一第二支部 場所：4月21日宮城県民会館会議室

■発行・編集 みやぎグリーン購入ネットワーク事務局

〒981-3121 仙台市泉区上谷刈三丁目10-6
TEL.022-218-5451 FAX.022-375-7797
Email：m-green@miyagigpn.net
ホームページ：http://www.miyagigpn.net/（みやぎ環境コミュニティサイト Green Style ）

※Facebookもございますので、ご覧下さい。

■みやぎＧＰ宣言（持続可能な調達宣言）（持続可能な調達宣言）

■尚絅学院大学主催「SDGsマルシェ」出展決定！
日時：2021年6月27日10時～15時 場所：サンモール一番町

ランキングの結果を見てもご覧の通り2020年は、残念な結果となりました。そこでみやぎグ
リーン購入ネットワークでは、グリーン購入取組みを推進する目的として、2030年までに会員
企業（団体等）自らが購入する物品のグリーン購入状況を見える化し100％達成を目指し宣言
を行う事を予定しています。
※これは、みやぎＧＰＮの会員はもとより県民自らが購入について（地産地消も含めて）考え
行動する！という切り口で、ＳＤＧｓ達成に向け宮城県民が一丸となって行動する！宣言です。

様々な場面で取り上げられることが多くなったSDGsですが、
まだ知らない人も多く、言葉を知っているだけ！「自分事」
としていない！そんな人が多いのが残念

世界の平和を願う国連が、地球上の誰一人として取り残さな
い（leave no one behind）ことを誓ったものです。

参加（来場）した人と共にSDGsについて理解を深め、あな
たも社会を変える！未来を変える！チェンジメーカーのひと
りとして一緒に行動していきましょう。

■グリーン購入ランキング発表

グリーン購入ネットワーク（GPN）（事務局：東京都千代田区）が、全国の地方公共団体
（1,788 団体）を対象にしたグリーン購入取り組みランキング（2020 年度調査）を公表しまし
た。全国 1,788 団体の平均点は 19.2 点（100 点満点中）。全体の 56％にあたる 1,003 団体が平
均点を下回り、さらに、518 団体（29％）は 0 点という結果となりました。
残念ながら宮城県全体の点数は16.1点昨年29位から32位に降格。
宮城県内では順に、仙台市96点（9位）宮城県79点（72位）白石市55点（163位）登米市53点

（198位）大和町47点（310位）でした。

世界の女性たちとともに平和の文化構築を目指す国連NGO
（WFWP）国連が定めるSDGsに沿って、世界各国でボランティア
活動を行っています。宮城支部会員23名と共にこれまでの活動を振
り返りSDGsに対する理解を深めるための講演会を実施しました。
講演会の後小グループに分かれての座談会が楽しかった(^^♪
★SDGsを紐解いて掘り下げていくと見え方が変わってきます。
オンラインでも実施可能ですので、是非事務局まで👇👇

みやぎＧＰＮ公認キャラクター
えしかるちゃんです！
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